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発
足
が
間
近
に
迫
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業

二
上
季
代
司

　

来
月
か
ら
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
」
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
の

制
度
は
銀
行
・
証
券
・
保
険
な
ど
金
融
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
提
供
す
る
仲
介
業
で
あ
り
、
改
正
金
融
商
品
販
売
法
（
現
『
金
融
サ
ー

ビ
ス
提
供
法
』）
が
一
一
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
制

度
の
概
要
を
簡
単
に
表
に
ま
と
め
る
と
、
図
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
」
は
、
多
種
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
こ
と
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、

利
便
性
向
上
と
利
用
者
保
護
を
図
る
た
め
に
法
令
化
さ
れ
た
。
施
行
を
来

月
に
控
え
、「
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
」
の
実
施
に
向
け
て
、
様
々
な
仕

掛
け
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

複
数
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
た
め
に
は
、
関

連
す
る
複
数
の
金
融
機
関
（
銀
行
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
等
）
と
デ
ー

タ
を
連
携
さ
せ
、
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
デ
ー
タ
連
携
を
個

人
情
報
保
護
の
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
ス
ム
ー
ス
に
行
う
た
め
の
工
夫
や

図表１　金融サービス仲介業

金融サービス提供法 備考

11条

定義： 預金等媒介業務、保険媒
介業務、有価証券等仲介
業務、貸金業貸付媒介業
務のいずれかを業として
行う。

一つの登録で、複数の媒介（仲
介）業務を行うことができる（ワ
ンストップ・サービス）。（注１）

18条
電子決済等代行業の登録を免
除。

業務の適切かつ確実な遂行体制
と財産的基礎の条件が整ってい
ることが条件。

22条
保証金の供託義務（賠償資力を
担保するため）。

金融商品仲介業と異なり所属制
をとらないので、賠償責任は自
ら負う。（注２）

（注）１． 高度に専門的な説明を要するもの（仕組預金、仕組債、非上場株、
デリバティブ、外貨建て保険、変額保険など）は取り扱えない。

２． 保証金は最低１千万円に前年報酬の５％を加えた額（施行令26条）。
３． 混同を避けるため、金融商品仲介業者は金融サービス仲介業のう

ち有価証券等仲介業務は行うことができない。
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仕
掛
け
、
そ
れ
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
へ
の
参
入
を
試
み
る
関
係
者
が
意
を
用
い
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は

こ
れ
ら
を
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。

１　
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
グ
イ
ン
（S

ocial Login

）

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
で
複
数
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
が
向
上
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
も
ネ
ッ
ト
証
券
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
引
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
個
人
情
報
を
登
録
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
口
座
を
開
設
し
、
本
人
確
認
の
た
め
の
「
Ｉ
Ｄ
」
と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
（
Ｐ
Ｗ
と
略
）」
を
設
定
す
る
。
取
引
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
を
使
っ
て
本
人
で
あ
る
こ
と
が
認
証
（
ロ
グ
イ
ン
）
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
で
初
め
て
口
座
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
取
引

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

複
数
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
に
お
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
毎
回
、
金
融
機
関
ご
と
に
異
な
る
Ｉ
Ｄ
と

Ｐ
Ｗ
の
打
ち
込
み
を
強
い
ら
れ
る
と
し
た
ら
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
で
利
用
で
き
る
と
い
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
の
優
位
性
は
損

な
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
と
あ
ら
た
め
て
仲
介
業
者
に
口
座
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
失
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
利
便
性
の
観
点
か
ら
、
こ
の
煩
雑
さ
を
回
避
す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
グ
イ
ン
」
で
あ
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
に
口
座
を
開
設
す
れ
ば
、
そ
の
際
に
登
録
し
た
個
人
情
報
、
設
定
し
た
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
を
、
仲
介
（
ま
た
は

媒
介
）
先
で
あ
る
他
の
金
融
機
関
の
口
座
開
設
や
ロ
グ
イ
ン
の
際
に
も
共
用
し
よ
う
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。
文
字
通
り
一
つ
（「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
」）
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
で
複
数
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
グ
イ
ン
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、F

acebook

やT
w
itter

な
ど
が
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
も
の
だ
が
、
わ
が
国



（3）

で
も
上
記
の
二
社
に
加
え
ア
マ
ゾ
ン
、G

oogle

、Y
ahoo! JA

PA
N

、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
楽
天
等
が
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
本
業
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
）、
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
電
子
商
取
引
な
ど
様
々
だ
が
、

自
社
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
用
い
る
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
を
共
用
し
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
テ
ル
の
予
約
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
支
払
い
決
済
な

ど
）
を
ス
マ
ホ
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
し
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
す
で
に
現

実
化
し
て
い
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
複
数
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
の
管
理
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
使
い
慣
れ
た
一
つ
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
で
ロ
グ
イ
ン
す

る
こ
と
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
ス
マ
ホ
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
利
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
利
便
性
の
高
さ
か
ら
ユ
ー

ザ
ー
の
登
録
数
は
増
加
し
、
再
訪
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
「
集
客
力
」
向
上
に
つ
な
が
り
、

彼
ら
と
連
携
し
よ
う
と
す
る
業
者
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
品
揃
え
の
拡
大

に
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
生
ん
で
い
く
。

２　

金
融
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
条
件

　

先
述
の
よ
う
な
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
電
子
商
取
引
を
本
業
と
す
る
業
者
の
共
通
点
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
外
部
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
を
仲
介
し
結
び
付
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え「
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
や
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
楽
天
な
ど
の
通
信
キ
ャ
リ
ア
も
そ
れ
に
該
当
す
る

だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
が
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
に
参
入
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の
「
集
客
力
」
の
強

さ
か
ら
連
携
し
よ
う
と
考
え
る
金
融
機
関
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
各
種
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
仲
介
す
る「
金
融
の
」プ
ラ
ッ
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ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、「
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
」
は
、
利
便
性
向
上
の
ほ
か
に
利
用
者
保
護
も
求
め
て
い
る
。
仲
介
業
者
の
登
録
個
人
情
報
や

Ｉ
Ｄ
、
Ｐ
Ｗ
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
仲
介
（
あ
る
い
は
媒
介
）
先
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
共
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
個

人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
強
固
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
な
り
す
ま
し
」
や
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」、
不
正
利

用
（
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
等
）
へ
の
耐
性
が
弱
け
れ
ば
、
金
融
機
関
は
仲
介
業
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
だ
ろ

う
。

　

個
人
情
報
の
登
録
で
は
「
な
り
す
ま
し
」
の
排
除
が
最
も
重
要
だ
が
、
こ
の
点
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
義
務
化
さ

れ
て
い
る
証
券
界
が
最
も
厳
格
だ
ろ
う
。
同
様
に
銀
行
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
義
務
化
さ
れ
る
取
引
対
象
が
拡
大

し
て
い
る
。
ま
た
銀
行
、証
券
会
社
と
も
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
等
の
不
正
利
用
に
は
厳
格
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
グ
イ
ン
」
を
使
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
拡
大
を
目
指
そ
う
と
思
え
ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
目
さ
れ
る
金
融
機
関
の
有
す
る
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
水
準
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
わ

が
国
は
現
金
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
）
の
利
用
率
が
な
お
高
く
、
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
も
「
金
融
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
」
に
は
必
要
な
要
素
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
む
し
ろ
逆
に
、
す
で
に
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
で
高
度
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

現
金
の
出
入
金
が
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
持
つ
銀
行
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
を
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
グ
イ
ン
」
に
利
用
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
、
同
行
の
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ダ
イ
レ
ク
ト
）
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ

を
利
用
し
て
外
部
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
認
証
や
ロ
グ
イ
ン
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
、
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
経
済

新
聞
』
九
月
二
五
日
）。
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３　

金
融
商
品
仲
介
業
か
ら
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
へ

　

こ
れ
に
先
立
ち
九
月
二
日
、
同
行
は
資
産
形
成
総
合
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
「M
oney C

anvas

」
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ら
び
に
そ
こ

で
提
供
す
る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
公
表
し
た
（
１
）。

先
の
日
経
報
道
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
同
行
は
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
銀
行

Ｉ
Ｄ
を
外
部
の
業
者
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication Program
m
ing Interface

）
で
連
携
さ
せ
、
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
株
式
投
資
、
株
式

や
投
資
信
託
、
合
同
金
銭
信
託
の
取
引
、
融
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
投
資
一
任
や
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
、一
つ
の
銀
行
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
だ
け
で
連
携
す
る
他
の
複
数
の
金
融
機
関
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
、文
字
通
り
「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
」
で
多
種
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
。
他
方
で
、
連
携
す
る
外
部
の
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
、
顧
客
情
報

の
正
確
な
確
認
と
Ｉ
Ｄ
や
Ｐ
Ｗ
の
管
理
を
同
行
が
代
行
し
て
く
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
銀
行
は
証
券
子
会
社
（
あ
る
い
は
他
の
証
券
会
社
）
と
金
融
商
品
仲
介
業
の
契
約
を
行
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
一
歩
進

め
て
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
と
な
っ
て
、
外
部
の
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
が
一
種
の
「
金
融
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
へ
成
長
す
る
、
と
い
う
道
で
あ
る
（
た

だ
し
、
す
で
に
金
融
商
品
仲
介
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
有
価
証
券
等
仲
介
業
務
は
行
わ
な
い
だ
ろ
う
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
は
、
う
ま
く
い
け
ば
「
金
融
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
に
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
誰
が
そ
の
立
場
に
立
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

通
信
キ
ャ
リ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
電
子
商
取
引
な
ど
金
融
分
野
以
外
で
す
で
に
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
の
条
件

を
備
え
た
業
者
が
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
に
参
入
す
る
こ
と
で
そ
う
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
登
録
個
人
情
報
の
正
確
さ
や
当
局
に

よ
る
不
正
利
用
防
止
へ
の
監
督
権
限
が
強
い
銀
行
や
証
券
会
社
の
ネ
ッ
ト
部
門
が
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
第
三
者
に
な
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る
の
か
、
始
ま
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

４　

お
わ
り
に
―
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
―

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
は
様
々
な
金
融
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
仲
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
中
で
重
要
な
も
の
は
「
電
子
決
済

等
代
行
業
」
で
あ
る
。
証
券
売
買
で
あ
れ
、
保
険
募
集
で
あ
れ
、
は
た
ま
た
貸
付
業
務
で
あ
れ
、
最
後
は
資
金
決
済
を
伴
う
か
ら
で

あ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
は
、「
業
務
の
適
切
か
つ
確
実
な
遂
行
体
制
と
財
産
的
基
礎
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
」
を
条
件

と
し
て
電
子
決
済
等
代
行
業
の
登
録
を
不
要
と
し
て
い
る
。

　

電
子
決
済
等
代
行
業
は
、
預
金
者
の
委
託
を
受
け
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
用
い
な
が
ら
、
預
金
口
座
情
報
を
預
金
者
に
伝
え
、

あ
る
い
は
預
金
口
座
に
係
る
資
金
移
動
の
た
め
の
為
替
取
引
を
銀
行
に
指
示
す
る
業
務
を
指
す（
銀
行
法
二
条
一
七
項
）。
し
た
が
っ

て
、
預
金
口
座
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
銀
行
の
リ
ソ
ー
ス
サ
ー
バ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銀
行
は
、
そ
の
ア

ク
セ
ス
の
窓
口
を
用
意
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication Program
m
ing Interface

）」
で
あ
る
。

　

改
正
銀
行
法
（
二
〇
一
八
年
六
月
施
行
）
は
銀
行
に
対
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
接
続
基
準
の
策
定
と
公
表
（
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
を
義
務

づ
け
た
。
や
や
古
い
数
字
だ
が
、
二
〇
一
九
年
六
月
末
現
在
、
す
で
に
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
一
三
〇
行
が
導
入
方
針
を
表
明
、

う
ち
九
九
行
が
体
制
整
備
を
す
ま
せ
た
、
と
さ
れ
る
（
２
）。

　

と
こ
ろ
で
、
銀
行
に
し
て
み
れ
ば
、
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
信
用
度
な
ら
び
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
水
準
な
ど
を

十
分
に
審
査
し
た
う
え
で
な
け
れ
ば
、
安
易
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
多
く
の
銀
行
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続

に
よ
っ
て
連
携
で
き
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
信
用
と
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
質
的
向
上
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

銀
行
以
外
の
業
者
が
「
金
融
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
に
な
り
う
る
た
め
の
第
一
の
関
門
は
、
多
く
の
顧
客
口
座
を
も
つ
銀
行
お
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よ
び
全
国
を
カ
バ
ー
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
方
銀
行
と
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続
に
成
功
す
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
型
」
の
仲
介
業
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、「
対
面
ア
ド
バ
イ
ス
型
」
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
仲
介
業
も
あ
り
う
る
。「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
で
証
券
投
資
や
保
険
購
入
、
資
金
借
入
等
の
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
を
求
め
る
顧
客
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
へ
の
参
入
は
、「
対
面
ア
ド
バ
イ
ス
型
」

の
ほ
う
が
数
と
し
て
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）　https://w

w
w
.bk.m

ufg.jp/new
s/new

s2021/pdf/new
s0902_2.pdf

（
２
）　

全
国
銀
行
協
会
『
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
対
す
る
銀
行
界
の
取
組
み
』
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
に
か
み　

き
よ
し
・
主
席
研
究
員
）


